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ＮＯ．１０１

平成１８．９．１

我が子を

わが学校 わが学級へ通わせますか

尼崎市立武庫東小学校
校長 川野 吉信

「 、 、貴方は 子ども達に基礎学力をつけ

学力向上をはじめとする現在の諸課題に

ついて真剣に取り組んでいますか 」。

「 。」僕なりに精一杯取り組んでいます

「 、 、でも 貴方の想いがどうであっても

評価は他人がするものですよ 」。

「だけど、僕は…」

難しいですね。若い頃から言い返す言

葉が見つかりませんでした。

３０歳代の前半は、研究を継続してい

る小学校で過ごしました。素晴らしい先

輩達や同僚達がおられました。

ただ、授業研究については大変厳しく

て、悔しい思いで目を腫らしたこともあ

りましたが、悩み事や相談事にはとても

親切に対応していただきました。厳しさ

の中にも温かい雰囲気が一杯ありまし

た。

「子どものために」を合い言葉に全教

職員が前向きな気持ちで、日々の実践を

されていました。余談ですが、親睦旅行

も活発で思い切り楽しみました。そんな

時、仲間同士が集まってよく話したもの

です。

「こんな学校に自分の子どもを通わせ

たいな。自分のクラスはまだだめだけれ

ど 」。

それから、何かにつけて、その言葉を

思い浮かべて、自分を振り返るようにな

りました。

「おまえは、自分で一生懸命努力して

いると思っているけれど本当にそうか。

自分の学級・学校経営で、学級指導で子

どもを立派に育てられると自信を持って

言えるのか 」。

「う・ん。一部だけかな。きめ細やか

さが足りないかな。まだ努力が足りない

な… 」。

自分のしていることは自分だけでは客

観的によく分からないので、他の人に観

ていただくのが良いと思います。

しかし、自分なりの振り返りのめやす

を持つことも、大事なことではないでし

ょうか。授業はビデオが使えるし、毎日

の活動は日記形式等でもできます。

今後も、一日一日を大切に実践を積み

重ねながら「我が子を自分の勤務する学

校へ通わせたい」という想いが、今一度

芽生える日を目指して、努力を続けたい

と思います。

もし、その日が来たら「私達の育てた

子どもを見てください 」と言いたいも。

のです。



 

☆☆☆☆☆ 平成１８年度 若い教員向けの研修講座 ☆☆☆☆☆ 

 
一人ひとりの教職員が、職務遂行の力量を向上

させるためには、職務の遂行を通じて見いだした

自分の課題について、研修を行い、自ら進んでその

解決を図っていくことが大切です。 

そこで、教育総合センターでは、教職員の自

主的・主体的研修活動を支援するための研修体

系の整備を図っております。特に、教職員のラ

イフステージに対応した多様な研修・研修講座

を提供しております。 

今回は、特に、若い教員にスポットを当て、

どのような研修を行っているかを紹介します。 
 

１ 初任者教員（小・中・養）に 

（ステップ・アップ研修） 

「教員としての自覚を促し、教育課題を実践

的に学びスキルアップを図る」という目的で、

今年度は年間１４回の実施予定です。 

（マンツーマン指導） 

 授業方法、児童生徒理解について実践力の向

上を図る目的で、９月から実施します。初任者

１人に対し、指導主事１人が担当し、参観授業

の後、指導助言を行います。 
 

２ ２年目・３年目教員（小・中・養）に 

（学力向上対策演習講座） 

 今年度より新規に実施する講座のひとつで

す。学力低下が喫緊の課題である本市が、その

解決の方策のひとつとして取り組む新たな研修

で、若い力を育てる。また、若い力に期待する

講座です。 

 目的は、「尼崎市の学力状況と課題について理解

し、学力向上に取り組む実践力を養う」ことです。 

 方法としては、２･３年目教員を７グループに

分け、１グループごとに指導主事を配して、学

力向上のための取り組みについてアイデアを出

し合い、実践していきます。 

 研修の流れは、３回コースです。 

 第１回目は、７月３１日（月）に実施しまし

た。前半に全体研修として、大阪市立大学大学院 
木原俊行 助教授から、「学力向上につながる具

体的な取り組みについて」学力向上を目指す指 
導と評価の工夫を具体的な事例を中心に講話を 

 
いただきました。 

 学力の要素や学力形成に向けた学校・家庭の

分担や連携について、さらに、毎時間の指導で

実現させたいものとして、子ども一人ひとりが

しっかり考える時間を確保することが大切であ

り、その思考を促す道具の提供も教師の大切な

役割であると示されました。また、学習の振り

返り、学び直しの機会の保障についても実際の

教科指導の実践を提示していただき、具体的で

理解しやすい講話でした。 

 後半は、各グループ毎に、先生一人ひとりが

一学期を振り返り、各自の学力向上に向けての

取り組み「研修実施計画書Ⅰ」について発表し、

全員で検討を行っていきました。 

 第１回目の研修後、各自で８月末までに取り

組み方法を再検討し、「研修実施計画書Ⅰ」を

見直し、修正を加えて、「研修実施計画書Ⅱ」

を作成、提出することになっています。それを

元に第２回目の研修（１０月２３日）を行いま

す。 

 最終的に、第３回目の研修（１２月１１日）

に、研修と実践を振り返って、成果と課題を検

討します。研修実施報告書はまとめて、冊子に

する予定にしています。 
 

３ ４年目教員（小・中・養）に 

（異校種交流） 

目的は、(1) 異なる校種で授業参観等を行うこ

とにより、他校種の教育活動を学ぶ。(2) 各校

種間の連携のとれた教育を目指すことにより、教

員の資質の向上を図ることです。１０月から２月

まで実施します。 

（公開授業研修講座） 

  公開授業を７講座行います。授業後は、指導

助言・研究協議を実施します。各教科の教育理

論と実践の統合を図り、創造的な教育活動の指

導力を高める目的で実施します。 

 この講座は、全教員対象の専門研修です。た

だし、４年目教員と初任者は基本研修となりま

す。 

（研修担当指導主事 市川 勉） 
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☆☆☆☆☆ 「今、あらためて感じたこと、気付いたこと」☆☆☆☆☆ 

 

 教 育 総 合 セ ン タ ー に 勤 め て ５ ヶ 月 。

当 セ ン タ ー で 、 研 修 を 受 け ら れ る 方 の

姿 や 様 子 を 見 て 気 付 い た こ と を ま と め

よ う と 思 い ま す 。  

 一 つ め 。  

 私 は 初 任 者 研 修 を 担 当 し て い ま す

が 、 初 任 者 の 先 生 方 は と に か く 元 気 が

い い 。 目 が 輝 い て い る 。 は き は き し て

い る 。礼 儀 正 し い 。研 修 に も 前 向 き で 、

物 事 を 素 直 に と ら え る 。 そ れ か ら 、 頭

が 良 い 。 質 問 に 対 し 的 確 に 答 え る 。 こ

の よ う に 、 良 い と こ ろ が 次 か ら 次 へ と

見 つ か り ま す 。 こ の よ う な 先 生 方 に 教

え ら れ て い る 子 ど も た ち は な ん と 幸 せ

な ん だ ろ う と 思 い ま す 。 ２ ０ 年 前 の 私

と 比 較 す る と 、 ど う 考 え て も 私 の 方 が

・ ・ ・ 。 し か し 、 そ ん な 中 、 し ん ど そ

う に し て い た り 、 前 向 き な 姿 勢 が 不 足

し て い る 初 任 者 も 何 人 か い る よ う に 思

わ れ ま す 。 周 り が 輝 い て い る だ け に 目

立 つ の で し ょ う 。 す べ て の 初 任 者 の 方

が 、 理 想 を 持 っ て こ の 仕 事 に 就 い た は

ず 。 子 ど も を 育 む と い う 大 き な 使 命 を

持 っ て い る 教 員 の 本 分 を 忘 れ な い で ほ

し い 。 『 が ん ば れ 』  

 二 つ め 。  

 当 セ ン タ ー が 行 っ て い る 研 修 に 大 い

に 参 加 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

参 加 人 数 は 、 年 々 増 加 し て い ま す が 、

中 学 校 の 先 生 方 の 参 加 率 が 、 や や 低 い

の が 気 に な り ま す 。 夏 季 休 業 中 で も 部

活 動 、 校 内 研 修 、 各 種 研 究 会 な ど 忙 し

い と 思 う の で す が 、 時 間 を 作 っ て で も

参 加 し て ほ し い と 思 い ま す 。 魅 力 的 な

講 座 が た く さ ん 用 意 さ れ て い ま す 。 受

講 す る こ と で 、 も の の 見 方 や 考 え 方 を

広 げ 、 資 質 を 高 め る こ と が で き る と 思

い ま す 。 先 日 、 ２ 年 目 教 員 の 先 生 方 と

一 緒 に 、 甲 子 園 短 期 大 学 の 園 田 雅 春 教

授 か ら 『 ど う 育 む ？ 自 尊 感 情 』 と い う

テ ー マ で 講 話 を 聴 か せ て も ら い ま し

た 。 印 象 に 残 る た く さ ん の こ と ば を 戴

き ま し た が 、 そ の 中 か ら ２ つ の こ と を

ご 紹 介 し ま す 。  
肌 の 色 が 黒 い こ と で い じ め ら れ て い

る ゆ き ち ゃ ん （ ６ 年 生 ） が い ま し た 。

教 師 が い じ め た 子 ど も に 注 意 を し て い

ま す 。 い じ め た 子 ら は 、 「 こ れ か ら は

言 い ま せ ん 」 と ゆ き ち ゃ ん に 謝 っ て い

ま す 。 そ の と き 、 ゆ き ち ゃ ん の こ と が

大 好 き な １ 年 生 の 女 の 子 は こ う 言 っ た

そ う で す 。｢ゆ き ね ぇ ち ゃ ん 、色 の 黒 い

の が よ く 似 合 う 。 ｣ 

受 講 さ れ た 一 人 は 、 こ の こ と ば を 聞 い

て 涙 が 流 れ そ う だ っ た と ア ン ケ ー ト に

書 か れ て い ま し た 。  
ま た 、 講 師 は 、 公 共 広 告 機 構 の C M

か ら 引 用 し た 次 の こ と ば を 最 後 に 講 話

を 終 え ら れ ま し た 。｢命 は 大 切 だ 、命 を

大 切 に 、 そ ん な こ と 何 千 何 万 回 言 わ れ

る よ り 『 あ な た が 大 切 だ 』 誰 か が そ う

言 っ て く れ た ら 生 き て い け る ｣ 

『 あ な た が 大 切 だ 』な ん て 言 わ れ た ら 、

し ん ど く て も が ん ば れ ま す よ ね 。  

  三 つ め 。  

 研 修 を 受 け た 後 、 そ れ を 是 非 校 内 で

広 め て い た だ き た い と 思 い ま す 。 た と

え 伝 達 率 が 半 分 で あ っ て も 意 義 は あ り

ま す 。 多 く の 先 生 方 と 共 有 す る こ と が

学 校 の 組 織 全 体 を 高 め る こ と に な り ま

す 。 そ の よ う な 場 や 時 間 が 学 校 に で き

る こ と を 強 く 望 み ま す 。  

 以 上 、 私 が 感 じ 、 気 付 い た こ と を 述

べ ま し た 。 研 修 担 当 に な り 、 自 ら 学 ぶ

こ と は 子 ど も だ け で は な く 教 員 に こ そ

大 切 で あ る こ と を 今 、痛 感 し て い ま す 。 

  （ 研 修 担 当 指 導 主 事  鈴 木  美 臣 ） 
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題　　　名

　小学校の英語　明日から使えるゲーム５５

　小学校英語活動３６５日の指導細案　ＣＤ-ＲＯＭ付き

　シーン別　英語絵事典

　小学校英語活動を創る

題　　　名

　新版　心をつかむ話し方～うまい先生、へたな先生

　プロカウンセラーの聞く技術

　プロカウンセラーコミュニケーション術

　教師のためのコミュニケーションスキル～毎日のストレスを減らしましょう

題　　　名

　学級タイプ別　繰り返し学習のアイデア～小学校編

　ゲームで身につく学習スキル～問題解決力を育てる授業プラン　小学校

　ゲームで身につく学習スキル～問題解決力を育てる授業プラン　中学校

　授業スキル～学級集団に応じる授業の構成と展開　小学校編

　授業スキル～学級集団に応じる授業の構成と展開　中学校編

題　　　名

　小学校若手教師の学級経営テキスト

　中学校若手教師の学級経営テキスト

　危機を乗り越える学級づくりの技術

　ハンドブック学級経営の悩み相談

　学級づくりを極める４０のコツ

　小学校高学年女子の指導～困ったときの処方箋

開 館 時 間 ご 案 内 発 　行 　尼崎市立教育総合センター

　平日　午前９時～午後９時  　 尼崎市三反田町１丁目１－１（℡．06-6423-3400）

　　《ただし、教育相談および視聴覚ライブラリーは午後５時１５分までとします。》 発行者 　神　田　　　光

　　　なお、次の日は取り扱いいたしません。【土曜日・日曜日・祝日・年末年始】 題　 字 　尼崎市教育委員　　岡　本　　元　興

教育情報コーナー　資料紹介

学校行事や研究会など充実の秋に、読んでいただきたい本をご紹介します。

●よい授業はよい学級から、よい学級はよい授業から。授業づくりと学級づくりの一体化に。

●今も昔もクラスは学校の中の家庭です。はつらつとして温かみのあるクラスを目指して。

                河村茂雄他                     図書文化

　　　　　　　　東山紘久　　　　　　　　　　　　創元社

　　　　　　　　東山紘久　　　　　　　　　　　　創元社

　　　　　　　　田中和代　　　　　　　　　　   黎明書房

　　　　　　　　著（編）者        　　　　　　　　出版社

　　　　　　　ＰＨＰ研究所　　　　　　　　　 ＰＨＰ研究所

　　　　　　　　高橋正和　　　　　　　　　　　明治図書

　　　　　　　　小島　  宏　　　　　　　　　　 教育出版

    　　　　　  諸富祥彦             　　　教育開発研究所

　　　　　　　　赤坂真二　　　　　　　　　　　学陽書房

　　　　　　　　著（編）者        　　　　　　　　出版社

　　　　　　　　寺崎千秋          　　　　　　 明治図書

                渡辺邦雄他　　　　　　　　　　明治図書

　　　　　　　 上條晴夫他　　　　　　　　　　図書文化

                進藤聡彦他　　　　　　　　　  図書文化

                進藤聡彦他　　　　　　　　　  図書文化

                河村茂雄他                     図書文化

　　　　　　　　松川禮子　　　　　　　　　　　　高陵社

　　　　　　　　著（編）者        　　　　　　　　出版社

　　　　　　　　関根正明　　　　　　　　　　　 学陽書房

●コミュニケーション能力の向上が教師力アップの決め手の一つ。下記の本を参考に。

●中央教育審議会外国語専門部会が小学校５年生からの英語必修を提言。小学校英語について。

　　　　　　　　著（編）者        　　　　　　　　出版社

　　　　　　大和田眞智子他　　　　　　　　　三省堂

　熊本大学教育学部附属小学校　　　　 明治図書
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